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○ シンポジウム・分科会のねらい 
第１分科会「初年次教育が大学教育に果たす役割を考える」開催の目的は、初年次教育導

入の経緯、具体的な実践内容、新入生および教員が実感する教育効果、直面する課題を示し

た上で、初年次教育の今後を、参加者と共に探ることにあった。 
初年次教育の内容は、スタディスキルの習得、学問への動機付け、専門教育への導入、学

習習慣の確立、情報リテラシーの習得、建学の精神の理解など、大学の教育理念、学部の教

育方針によって、様々である。 
大学は、初年次教育を通して、多様化する学生それぞれの満足度を上げつつも、教育効果

をより高めるために、いかなる創意工夫を行なってきたのか。本分科会における情報共有に

よって、今後の初年次教育のあり方を深く考える場を提供することがねらいであった。 
 
 
○ 報告の概要 
田中恵美子氏（東京家政大学）が、「社会問題を学ぶ初年次教育」において、学科単位と学

科横断型の内容を盛り込んだ初年次教育の実践例を報告した。 
高畠淳子氏（京都産業大学）が、「学生と教員の協働を軸とした初年次教育-京都産業大学

法学部の実践例」において、1 年次生向けの導入科目に SA 制度を導入した経緯、実践、課

題を示した。 
長廣利崇氏（和歌山大学）は、「職業と学問との融合：和歌山大学経済学部の実践例」にお

いて、大学における初年次教育導入に関する歴史的プロセスを踏まえた基礎演習の内容と

運営上の課題に関する報告を行なった。 
 
 
○ 報告に対する質疑、ならびに、全体討議の内容 
 各報告に対して多く寄せられた質問の中心的な内容は、授業運営の方法、および、授業を

実践した上での教員が実感した効果と課題であった。以下では、３人の報告者による解答の

ポイントを要約する。 
田中氏の報告によって、第 1 に、「歴史からの学び」および「社会への関心の喚起」を目指

した実践、第 2 に、グループ・ディスカッションの実践による「クリティカル・シンキング

の意識づけ」、「事前事後の課題の到達度の上昇を根拠とする教育効果」が明らかになった。

第 3 に、「グループワークを実践する上での雰囲気作りの重要性とその課題」も浮き彫りと

なった。 
高畠氏の報告によって、第１に、 教育目標としての「SA の発信力および実践力の向上」

が示された。第 2 に、初年次教育における SA 導入が実現した理由に関して、前段階におけ

る「学生の履修相談アドバイザーとしての活用」という素地を知り得た。第３に、SA と教

員との初年次教育における協働がより円滑になされるポイントとしての「教員による学生

に対する期待感の具体的かつ積極的な発信」という示唆があった。 
長廣氏の報告によって、第 1 に、学生の発言を促す教員の工夫に関する具体例、第 2 に、
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統一されたシラバスのもとにありつつも教員間における内容の差異および難易度をどのよ

うに捉えるのかという課題の提示、第 3 に、学習成果を学生自らで振り返ることの重要性、

第 4 に、初年次教育におけるキャリア教育の位置付け、以上が明らかにされた。 
 
 以上、本分科会では、田中氏の報告によって、大学への帰属意識の育成方法や社会を見つ

める視点の醸成方法を知ることができ、高畠氏の報告によって、授業は誰のものであって、

どの様にどう創っていくのかを具体的に学べる機会となり、長廣氏の報告によって、「職業」

と「学問」の融合という課題とその歴史性をより深く知ることができた。 
今回の報告テーマは初年次教育ではあったが、本分科会での議論によって、つまるところ、

大学は、将来、何をする場になっていくのかを考える一つの機会になったのではないかと考

える。 
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